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は
じ
め
に
１
「
外
国
人
の
人
権
」
？
（
１
）
学
生
（
生
徒
）
の
就
職
活
動
を
思
い
浮
か
べ
て
み
よ
う
。「
公
務
員
に
な
る
」
こ
と
は
単
に
「
就
職
の
選
択
肢
の
内
の
一
つ
」
で
あ
っ
て
、「
公
務
員
に
な
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
」
な
ど
と
、
わ
ざ
わ
ざ
考
え
て
み
た
り
し
な
い
。
そ
う
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
問
題
に
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
人
達
が
い
る
。
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
と
し
て
も
、
彼
ら
は
書
類
上
「
日
本
人
」
で
は
な
い
。
日
本
国
籍
を
持
た
な
い
人
、「
外
国
人
」。
（
２
）
人
権
を
「
す
べ
て
の
人
間
に
生
来
的
に
、
一
身
専
属
的
に
附
着
す
る
も
の
」
（
２
）
や
「
人
間
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
当
然
に
有
す
る
と
さ
れ
る
権
利
」
（
３
）
と
定
義
す
る
な
ら
ば
、「
人
権
の
享
有
主
体
」
は
論
理
必
然
的
に
「
人
間
」
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
人
権
の
定
義
や
基
礎
づ
け
の
仕
方
は
様
々
で
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
「
人
権
」
を
、「
国
家
の
承
認
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
存
在
す
る
権
利
で
は
な
い
」
（
４
）
と
し
て
、
前
国
家
的
権
利
と
し
て
捉
え
る
の
で
あ
れ
ば
、「
国
籍
」
の
有
無
に
よ
っ
て
「
人
権
」
の
享
有
が
可
能
に
な
っ
た
り
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る
よ
う
な
現
象
は
、
論
理
的
に
あ
り
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
「
外
国
人
の
人
権
」
と
い
っ
た
か
た
ち
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
問
題
は
、
前
国
家
的
権
利
と
し
て
の
「
人
権
」
と
は
区
別
さ
れ
た
、
日
本
国
憲
法
と
い
う
実
定
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
権
利
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
（
５
）
。
２
問
題
設
定
　
―
最
高
裁
（
法
廷
意
見
）
の
判
断
手
法
―
（
１
）
本
稿
で
は
、
上
記
の
意
味
に
お
け
る
「
人
権
」
と
は
区
別
さ
れ
た
、
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
（
あ
る
い
は
解
釈
上
導
く
こ
と
の
で
き
る
）
実
定
法
上
の
権
利
が
、
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
す
な
わ
ち
「
外
国
人
」
に
認
め
ら
れ
る
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
た
事
例
を
扱
う
。
問
題
と
な
っ
た
権
利
と
は
、
公
務
員
と
な
る
権
利
、
す
な
わ
ち
「
公
務
就
任
権
」
一
権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
―
―
早
瀬
権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
早
瀬
勝
明
（
人
文
学
部
　
総
合
政
策
科
学
科
）
管
理
職
選
考
受
験
資
格
確
認
等
請
求
事
件
（
平
成
一
七
年
一
月
二
六
日
　
大
法
廷
判
決
　
平
成
一
〇
年
（
行
ツ
）
第
九
三
号
）
（
１
）
【
判
例
評
釈
】
で
あ
る
。
た
だ
、
今
回
扱
う
事
例
は
、
地
方
公
務
員
の
管
理
職
選
考
が
問
題
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
原
告
が
特
別
永
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
問
題
は
「
外
国
人
に
公
務
就
任
権
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
」
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
。
実
際
に
は
、
以
下
の
三
点
が
論
点
と
し
て
争
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
外
国
人
に
日
本
国
憲
法
上
の
公
務
就
任
権
の
保
障
は
及
ぶ
の
か
、
及
ぶ
と
す
れ
ば
ど
の
程
度
か
、
第
二
に
、
国
民
主
権
原
理
に
よ
る
限
定
が
及
ぶ
範
囲
は
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員
と
で
異
な
ら
な
い
の
か
、
第
三
に
、
原
告
が
特
別
永
住
者
で
あ
る
こ
と
の
考
慮
は
必
要
か
、
で
あ
る
。（
以
上
の
個
別
の
論
点
に
つ
い
て
の
判
断
が
、
原
告
の
憲
法
上
の
権
利
の
問
題
に
対
す
る
結
論
を
導
く
た
め
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。）
（
６
）
（
２
）
以
上
の
う
ち
、
本
稿
で
は
、
第
一
の
論
点
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、
本
稿
は
、
最
高
裁
（
法
廷
意
見
）
が
下
し
た
結
論
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
結
論
を
導
く
論
理
的
な
手
法
を
検
討
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
、
提
示
す
る
問
い
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
人
の
公
務
就
任
権
に
つ
い
て
最
高
裁
が
用
い
た
判
断
の
手
法
は
妥
当
で
あ
っ
た
の
か
、
で
あ
る
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
一
審
、
二
審
で
の
議
論
の
分
析
を
行
っ
た
上
で
最
高
裁
判
決
と
比
較
す
る
、
と
い
う
手
法
を
採
る
こ
と
と
し
、
論
述
は
以
下
の
よ
う
な
か
た
ち
で
行
う
。
ま
ず
、
事
案
の
概
要
と
最
高
裁
判
決
を
見
た
上
で
、
一
審
、
二
審
の
論
理
構
成
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。
次
に
、
一
審
、
二
審
判
決
を
受
け
て
最
高
裁
（
法
廷
意
見
）
は
ど
の
よ
う
な
手
法
で
判
断
を
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。
最
後
に
、
そ
の
判
断
手
法
が
妥
当
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
（
７
）
。
一
　
事
案
の
概
要
Ｘ
は
、
東
京
都
に
保
健
婦
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
た
大
韓
民
国
籍
の
外
国
人
で
あ
り
、「
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
」（
平
成
三
年
法
律
第
七
一
号
）
に
定
め
る
特
別
永
住
者
で
あ
る
。
事
件
は
、
Ｘ
が
東
京
都
人
事
委
員
会
が
実
施
す
る
平
成
六
年
度
管
理
職
選
考
（
種
別
Ａ
の
技
術
系
医
化
学
）
の
受
験
を
希
望
し
、
申
込
書
を
提
出
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
提
出
を
受
け
た
東
京
都
八
王
子
保
健
所
副
所
長
は
、
申
込
書
の
受
取
り
を
拒
否
。
理
由
は
、
管
理
職
と
な
れ
ば
公
権
力
の
行
使
や
公
の
意
思
の
形
成
に
参
画
す
る
職
に
就
く
こ
と
と
な
る
―
東
京
都
で
は
管
理
職
の
職
種
に
よ
る
人
事
管
理
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
昇
任
に
伴
い
他
分
野
の
管
理
職
に
就
く
こ
と
が
あ
り
う
る
―
が
、
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
職
員
は
そ
の
よ
う
な
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
Ｘ
に
は
受
験
資
格
が
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
Ｘ
は
同
年
実
施
さ
れ
た
筆
記
考
査
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
東
京
都
人
事
委
員
会
の
「
平
成
七
度
管
理
職
選
考
実
施
要
綱
」
に
は
、
受
験
資
格
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
こ
と
が
加
え
ら
れ
（
従
来
は
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
）、
同
年
度
管
理
職
選
考
実
施
要
綱
及
び
受
験
申
込
書
用
紙
は
、
Ｘ
に
は
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
Ｘ
は
前
年
に
続
き
筆
記
考
査
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
二
権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
―
―
早
瀬
こ
れ
に
対
し
、
Ｘ
は
、
本
件
管
理
職
選
考
の
受
験
資
格
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
と
、
受
験
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
害
に
対
す
る
慰
謝
料
の
支
払
い
を
求
め
て
出
訴
し
た
。
第
一
審
（
８
）
で
は
、
Ｘ
の
請
求
を
全
て
斥
け
る
判
決
が
下
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
二
審
（
９
）
で
は
、
東
京
都
の
措
置
に
違
法
が
あ
る
と
し
て
、
請
求
を
一
部
認
め
た
の
で
、
東
京
都
が
上
告
し
た
。二
　
最
高
裁
（
法
廷
意
見
）
の
判
断
１
要
旨
「（
１
）
地
方
公
共
団
体
が
、
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
を
行
う
こ
と
な
ど
を
職
務
と
す
る
地
方
公
務
員
の
職
を
包
含
す
る
一
体
的
な
管
理
職
の
任
用
制
度
を
設
け
、
日
本
国
民
に
限
っ
て
管
理
職
に
昇
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
は
、
労
働
基
準
法
三
条
、
憲
法
一
四
条
一
項
に
違
反
し
な
い
（
２
）
東
京
都
が
、
管
理
職
に
昇
任
す
れ
ば
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
を
行
う
こ
と
な
ど
を
職
務
と
す
る
地
方
公
務
員
に
就
任
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
一
体
的
な
管
理
職
の
任
用
制
度
を
設
け
、
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
こ
と
を
そ
の
昇
任
の
資
格
要
件
と
し
た
こ
と
は
、
労
働
基
準
法
三
条
、
憲
法
一
四
条
一
項
に
違
反
し
な
い
」
２
論
理
構
成
上
記
の
通
り
、
法
廷
意
見
は
、
東
京
都
の
措
置
は
労
働
基
準
法
三
条
に
も
、
憲
法
一
四
条
一
項
に
も
違
反
し
な
い
、
と
判
断
し
た
。
こ
の
結
論
を
導
く
直
接
の
根
拠
は
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。（
一
）
合
理
的
な
理
由
に
基
づ
い
て
在
留
外
国
人
を
日
本
国
民
と
異
な
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
は
、
労
働
基
準
法
三
条
、
憲
法
一
四
条
一
項
に
違
反
し
な
い
。（
二
）
東
京
都
の
本
件
措
置
は
合
理
的
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
（
一
）
合
理
的
な
理
由
に
基
づ
い
て
在
留
外
国
人
を
日
本
国
民
と
異
な
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
は
、
労
働
基
準
法
三
条
、
憲
法
一
四
条
一
項
に
違
反
し
な
い
法
廷
意
見
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
法
律
に
よ
っ
て
、
職
員
に
採
用
し
た
在
留
外
国
人
に
つ
い
て
、
昇
格
を
含
め
、
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
（
労
働
基
準
法
三
条
、
一
一
二
条
、
地
方
公
務
員
法
五
八
条
三
項
）。
し
か
し
な
が
ら
、
法
は
、
職
員
に
採
用
し
た
在
留
外
国
人
の
処
遇
に
つ
い
て
、
合
理
的
な
理
由
に
基
づ
い
て
日
本
国
民
と
異
な
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
ま
で
許
さ
な
い
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
（
二
）
東
京
都
の
本
件
措
置
は
合
理
的
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
（
１
）
東
京
都
の
措
置
は
、
な
ぜ
合
理
的
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
。
こ
の
論
証
の
際
、
法
廷
意
見
は
、「
公
権
力
行
使
等
地
方
公
務
員
」
と
い
う
概
念
を
提
示
す
る
。
こ
れ
は
、「
地
方
公
務
員
の
う
ち
、
住
民
の
権
利
義
務
を
直
接
形
成
し
、
そ
の
範
囲
を
確
定
す
る
な
ど
の
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
を
行
い
、
若
し
く
は
普
通
地
方
公
共
団
体
の
重
要
な
施
策
に
関
す
る
決
定
を
行
い
、
又
は
こ
れ
ら
に
参
画
す
る
三
権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
―
―
早
瀬
こ
と
を
職
務
と
す
る
も
の
」
と
さ
れ
る
。
（
２
）
そ
し
て
、
①
「
外
国
人
が
公
権
力
行
使
等
地
方
公
務
員
に
就
任
す
る
こ
と
は
、
本
来
我
が
国
の
法
体
系
の
想
定
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
こ
と
、
②
「
普
通
地
方
公
共
団
体
が
、
公
務
員
制
度
を
構
築
す
る
に
当
た
っ
て
、
公
権
力
行
使
等
地
方
公
務
員
の
職
と
こ
れ
に
昇
任
す
る
の
に
必
要
な
職
務
経
験
を
積
む
た
め
に
経
る
べ
き
職
と
を
包
含
す
る
一
体
的
な
管
理
職
の
任
用
制
度
を
構
築
し
て
人
事
の
適
正
な
運
用
を
図
る
こ
と
も
、
そ
の
判
断
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
結
論
が
導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
普
通
地
方
公
共
団
体
が
上
記
の
よ
う
な
管
理
職
の
任
用
制
度
を
構
築
し
た
上
で
、
日
本
国
民
で
あ
る
職
員
に
限
っ
て
管
理
職
に
昇
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
措
置
を
執
る
こ
と
は
、
合
理
的
な
理
由
に
基
づ
い
て
日
本
国
民
で
あ
る
職
員
と
在
留
外
国
人
で
あ
る
職
員
と
を
区
別
す
る
も
の
で
」
あ
る
。
そ
し
て
、
東
京
都
は
そ
の
よ
う
な
措
置
を
採
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
都
の
措
置
は
合
理
的
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
東
京
都
の
「
管
理
職
の
う
ち
に
、
…
公
権
力
行
使
等
地
方
公
務
員
に
は
当
た
ら
な
い
も
の
も
若
干
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
上
記
判
断
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
」。
（
３
）
で
は
な
ぜ
、
上
記
①
の
よ
う
に
、「
外
国
人
が
公
権
力
行
使
等
地
方
公
務
員
に
就
任
す
る
こ
と
」
が
「
本
来
我
が
国
の
法
体
系
の
想
定
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
言
え
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
論
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、（
ア
）「
公
権
力
行
使
等
地
方
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
は
、
住
民
の
権
利
義
務
や
法
的
地
位
の
内
容
を
定
め
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
に
事
実
上
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
、
住
民
の
生
活
に
直
接
間
接
に
重
大
な
か
か
わ
り
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
」
こ
と
、（
イ
）「
国
民
主
権
の
原
理
に
基
づ
き
、
国
及
び
普
通
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
統
治
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
日
本
国
の
統
治
者
と
し
て
の
国
民
が
最
終
的
な
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
（
憲
法
一
条
、
一
五
条
一
項
参
照
）」
か
ら
、「
原
則
と
し
て
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
者
が
公
権
力
行
使
等
地
方
公
務
員
に
就
任
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
す
な
わ
ち
外
国
人
が
「
公
権
力
行
使
等
地
方
公
務
員
に
就
任
す
る
こ
と
は
、
本
来
我
が
国
の
法
体
系
の
想
定
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」。
（
な
お
、
本
判
決
に
は
、
藤
田
裁
判
官
の
補
足
意
見
、
金
谷
、
上
田
裁
判
官
の
意
見
、
滝
井
、
泉
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
。）
三
　
最
高
裁
（
法
廷
意
見
）
は
ど
の
よ
う
な
判
断
手
法
を
用
い
た
の
か
１
外
国
人
に
日
本
国
憲
法
上
の
公
務
就
任
権
は
ど
の
程
度
保
障
さ
れ
て
い
る
の
か
（
一
）
原
告
、
被
告
の
主
張
原
告
Ｘ
は
、
本
件
管
理
職
選
考
を
受
験
す
る
憲
法
上
の
権
利
を
Ｘ
が
有
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、「
公
務
員
に
関
す
る
当
然
の
法
理
」
は
権
利
制
約
基
準
と
し
て
不
合
理
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
く
制
約
は
法
治
主
義
（
法
律
に
よ
る
行
政
）
違
反
で
あ
る
等
の
主
張
を
展
開
し
た
。
Ｘ
が
権
利
を
有
す
る
と
い
う
時
の
根
拠
条
文
は
、
憲
法
二
二
条
一
項
で
あ
る
。
Ｘ
は
、
二
二
条
一
項
の
規
定
す
る
職
業
選
択
の
自
由
四
権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
―
―
早
瀬
は
、
権
利
の
性
質
上
外
国
人
に
も
保
障
さ
れ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
東
京
都
は
、
そ
の
よ
う
な
権
利
を
Ｘ
は
有
し
て
い
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
公
務
就
任
権
は
、
憲
法
上
参
政
権
に
含
ま
れ
一
五
条
一
項
を
根
拠
に
国
民
に
対
し
て
保
障
さ
れ
る
、
と
。
東
京
都
の
主
張
に
従
え
ば
、
Ｘ
は
憲
法
上
の
公
務
就
任
権
を
有
し
な
い
以
上
、
制
約
の
対
象
と
な
る
権
利
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
法
治
主
義
違
反
や
「
当
然
の
法
理
」
の
権
利
制
約
基
準
と
し
て
の
不
合
理
性
の
主
張
も
、
論
理
的
前
提
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
（
二
）
一
審
、
二
審
の
論
理
構
成
（
１
）
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
ま
ず
、
一
審
、
二
審
判
決
と
も
に
、
憲
法
一
五
条
一
項
の
規
定
が
そ
の
性
質
上
日
本
国
民
の
み
を
保
障
の
対
象
と
し
て
お
り
、
こ
の
条
文
を
根
拠
と
し
て
外
国
人
に
公
務
就
任
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
、
と
す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
（
２
）
次
に
、
憲
法
二
二
条
一
項
の
職
業
選
択
の
自
由
は
、
権
利
の
性
質
上
日
本
国
民
の
み
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
も
の
を
除
い
て
、
日
本
に
在
留
す
る
外
国
人
に
も
保
障
さ
れ
る
、
と
す
る
点
で
も
、
両
判
決
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
を
言
い
換
え
る
と
、「
憲
法
二
二
条
一
項
の
職
業
選
択
の
自
由
は
外
国
人
に
も
保
障
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
権
利
の
性
質
上
日
本
国
民
の
み
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
も
の
に
は
保
障
は
及
ば
な
い
」、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
外
国
人
の
公
務
就
任
権
の
保
障
に
つ
い
て
の
結
論
を
導
く
判
断
ア
プ
ロ
ー
チ
が
共
通
で
あ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
二
条
一
項
の
保
障
が
外
国
人
に
及
ぶ
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
そ
こ
か
ら
「
日
本
国
民
の
み
に
認
め
ら
れ
る
公
務
就
任
権
の
保
障
範
囲
」
を
差
し
引
い
て
、
外
国
人
の
公
務
就
任
権
の
保
障
範
囲
に
つ
い
て
の
結
論
を
導
く
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
（
二
二
条
一
項
の
保
障
範
囲
―
日
本
人
の
み
を
保
障
の
対
象
と
し
て
い
る
範
囲
＝
外
国
人
に
保
障
が
及
ぶ
範
囲
）
で
あ
る
。
（
３
）
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
一
審
、
二
審
で
結
論
が
異
な
る
の
か
。
そ
れ
は
、
日
本
人
の
み
を
保
障
の
対
象
と
し
て
い
る
権
利
の
範
囲
に
つ
い
て
の
判
断
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
一
審
判
決
は
、
狭
く
解
す
る
―
公
務
員
の
管
理
職
（
を
含
め
た
ほ
と
ん
ど
の
公
務
）
は
そ
の
就
任
に
つ
い
て
日
本
人
の
み
を
権
利
保
障
の
対
象
と
し
て
い
る
公
務
で
あ
る
―
の
に
対
し
て
、
二
審
判
決
は
、
相
対
的
に
広
く
解
し
て
い
る
―
全
て
の
管
理
職
に
対
す
る
就
任
権
が
日
本
人
の
み
を
そ
の
保
障
の
対
象
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
―
。
二
審
判
決
は
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
す
な
わ
ち
、
一
口
に
「
公
務
員
」
と
言
っ
て
も
、
統
治
作
用
を
直
接
に
行
使
す
る
公
務
員
か
ら
統
治
作
用
に
ほ
と
ん
ど
関
わ
ら
な
い
公
務
員
ま
で
、
職
種
や
職
務
内
容
に
応
じ
て
統
治
作
用
へ
の
関
わ
り
の
強
弱
が
あ
る
。
そ
し
て
、「
公
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
公
の
意
思
の
形
成
に
参
画
す
る
蓋
然
性
が
少
な
く
、
地
方
公
共
団
体
の
行
う
統
治
作
用
に
関
わ
る
程
度
の
弱
い
管
理
職
」
も
含
め
て
す
べ
て
の
管
理
職
に
つ
い
て
、
国
民
主
権
の
原
理
に
よ
っ
て
、
外
国
人
の
任
用
が
一
切
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
。
管
理
職
に
つ
い
て
言
え
ば
、
外
国
人
の
任
用
が
許
さ
れ
な
い
管
理
五
権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
―
―
早
瀬
（
10
）
職
と
、
外
国
人
の
任
用
が
許
さ
れ
る
管
理
職
が
あ
る
。
そ
し
て
、
後
者
の
管
理
職
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
に
も
二
二
条
一
項
、
一
四
条
一
項
の
保
障
が
及
ぶ
、
と
。
２
最
高
裁
（
法
廷
意
見
）
の
判
断
の
手
法
（
１
）
二
審
判
決
が
東
京
都
の
本
件
措
置
に
よ
る
侵
害
を
認
め
た
の
は
、
憲
法
二
二
条
一
項
及
び
憲
法
一
四
条
一
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
Ｘ
の
権
利
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
一
四
条
一
項
の
保
障
の
問
題
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
公
務
就
任
権
の
保
障
の
有
無
の
問
題
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
審
判
決
の
よ
う
に
、
管
理
職
に
つ
い
て
は
一
五
条
一
項
、
二
二
条
一
項
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
外
国
人
に
は
就
任
の
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
、
と
解
す
る
な
ら
ば
、
昇
任
に
関
わ
る
日
本
人
と
外
国
人
と
の
区
別
は
、
権
利
を
保
障
さ
れ
て
い
る
人
と
さ
れ
て
い
な
い
人
と
の
区
別
で
あ
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
区
別
は
合
理
的
で
あ
る
、
と
の
結
論
に
至
り
や
す
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
審
判
決
の
よ
う
に
、
一
五
条
一
項
に
よ
る
保
障
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
管
理
職
選
考
に
つ
い
て
二
二
条
一
項
の
保
障
が
外
国
人
に
も
及
ぶ
部
分
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
昇
任
に
関
わ
る
日
本
人
と
外
国
人
と
の
区
別
は
、
権
利
を
保
障
さ
れ
て
い
る
人
同
士
に
お
け
る
区
別
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
昇
任
に
関
す
る
区
別
は
不
合
理
な
差
別
で
あ
る
、
と
い
う
結
論
に
至
り
や
す
い
。
（
２
）
そ
れ
で
は
、
最
高
裁
法
廷
意
見
は
、
ど
の
よ
う
な
判
断
を
行
っ
た
の
か
。
先
に
見
た
通
り
、
法
廷
意
見
は
、
①
公
権
力
行
使
等
地
方
公
務
員
に
外
国
人
が
就
任
す
る
こ
と
は
法
体
系
上
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
②
地
方
公
共
団
体
は
管
理
職
の
任
用
制
度
に
関
す
る
裁
量
権
を
有
す
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
を
根
拠
と
し
て
、
本
件
措
置
は
合
理
的
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
の
結
論
を
導
い
て
い
る
。
問
題
は
、
①
の
根
拠
を
導
く
た
め
に
法
廷
意
見
が
用
い
た
判
断
の
手
法
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
法
廷
意
見
が
採
用
し
た
の
は
、
原
告
及
び
二
審
判
決
が
東
京
都
の
措
置
の
違
法
性
の
根
拠
と
し
た
憲
法
二
二
条
一
項
、
こ
の
条
項
に
よ
る
保
障
に
つ
い
て
全
く
触
れ
ず
に
判
断
を
行
う
と
い
う
手
法
で
あ
っ
た
。
法
廷
意
見
は
、「
原
則
と
し
て
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
が
公
権
力
行
使
等
地
方
公
務
員
に
就
任
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
」、
し
た
が
っ
て
「
外
国
人
が
公
権
力
行
使
等
地
方
公
務
員
に
就
任
す
る
こ
と
は
、
法
体
系
上
想
定
さ
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、「『
公
権
力
行
使
等
地
方
公
務
員
』
に
外
国
人
が
就
任
す
る
こ
と
が
、
法
体
系
上
想
定
さ
れ
て
い
る
か
」
と
い
う
問
い
を
た
て
、
こ
れ
に
対
し
て
回
答
を
提
示
し
て
い
る
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
回
答
を
導
く
過
程
に
お
い
て
、
二
二
条
一
項
の
保
障
が
外
国
人
に
及
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
何
の
説
明
も
さ
れ
て
い
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
法
廷
意
見
は
、
原
告
が
主
張
し
、
一
審
、
二
審
の
判
断
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
論
点
に
つ
い
て
、
判
断
を
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
触
れ
る
こ
と
す
ら
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
六
権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
―
―
早
瀬
（
11
）
（
12
）
（
13
）
七権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
―
―
早
瀬
四
　
権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
１
無
視
さ
れ
た
命
題
（
１
）
公
務
就
任
権
は
、
少
な
く
と
も
一
審
、
二
審
ま
で
は
、
一
五
条
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
二
二
条
一
項
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。（
泉
裁
判
官
〔
反
対
意
見
〕
を
除
く
）
最
高
裁
の
ほ
と
ん
ど
の
裁
判
官
は
、
一
審
、
二
審
で
な
さ
れ
た
判
断
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
命
題
、
す
な
わ
ち
「
憲
法
二
二
条
一
項
の
保
障
は
、
性
質
上
日
本
人
の
み
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
も
の
を
除
い
て
、
外
国
人
に
も
等
し
く
及
ぶ
」
と
い
う
命
題
を
、
何
の
説
明
も
な
く
無
視
し
て
い
る
。
こ
れ
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
の
が
、
藤
田
宙
靖
補
足
意
見
で
あ
る
。
藤
田
補
足
意
見
は
、
二
審
判
決
に
つ
い
て
「
幾
つ
か
の
論
理
的
飛
躍
が
あ
る
」
と
述
べ
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
「『
憲
法
上
、
外
国
人
に
は
、
公
務
員
の
一
定
の
職
に
就
任
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
』
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
、
理
論
的
に
当
然
に
『
こ
う
し
た
禁
止
の
対
象
外
の
職
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
も
ま
た
、
就
任
す
る
権
利
を
憲
法
上
当
然
に
有
す
る
』
と
い
う
こ
と
と
同
義
で
は
な
い
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
論
理
は
、
二
審
判
決
に
示
さ
れ
た
論
理
を
最
初
か
ら
無
視
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
二
審
判
決
で
は
、
二
二
条
一
項
の
保
障
範
囲
か
ら
日
本
人
の
み
任
用
が
許
さ
れ
る
職
種
を
差
し
引
い
て
、
外
国
人
の
公
務
就
任
権
の
保
障
範
囲
を
導
き
出
す
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
外
国
人
の
任
用
が
禁
止
さ
れ
日
本
人
の
み
が
就
任
す
る
と
さ
れ
る
職
以
外
は
、
外
国
人
に
も
就
任
権
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
二
審
判
決
に
藤
田
補
足
意
見
の
言
う
よ
う
な
論
理
の
飛
躍
は
生
じ
な
い
。も
ち
ろ
ん
、
二
審
判
決
の
判
断
ア
プ
ロ
ー
チ
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
は
可
能
で
あ
る
。「
公
務
就
任
権
は
二
二
条
一
項
で
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
五
条
一
項
で
保
障
さ
れ
て
い
る
」
あ
る
い
は
、「
外
国
人
の
任
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
公
務
の
範
囲
と
、
外
国
人
の
任
用
は
禁
止
さ
れ
て
は
い
な
い
が
憲
法
上
の
就
任
権
の
保
障
が
外
国
人
に
及
ぶ
わ
け
で
は
な
い
公
務
の
範
囲
は
、
同
一
で
は
な
い
」
と
い
う
命
題
を
、
理
由
と
と
も
に
提
示
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
審
判
決
の
判
断
に
対
す
る
そ
の
よ
う
な
批
判
的
説
明
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
論
理
的
な
飛
躍
を
生
じ
て
い
る
の
は
、
藤
田
補
足
意
見
の
方
で
あ
る
。
そ
し
て
、
藤
田
補
足
意
見
に
そ
の
よ
う
な
説
明
は
な
い
。
（
２
）「
二
二
条
一
項
の
保
障
は
、
性
質
上
日
本
人
の
み
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
も
の
を
除
い
て
、
外
国
人
に
も
等
し
く
及
ぶ
」。
こ
の
命
題
に
触
れ
な
い
か
た
ち
の
判
断
手
法
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
告
Ｘ
は
不
利
に
な
り
、
被
告
東
京
都
は
有
利
に
な
る
。
ま
ず
、
一
四
条
一
項
違
反
の
判
断
の
前
提
と
な
る
公
務
就
任
権
に
関
す
る
問
題
に
お
い
て
、
Ｘ
は
不
利
な
立
場
に
お
か
れ
る
。
公
務
就
任
権
保
障
の
根
拠
条
文
が
、
説
明
な
し
で
、
一
五
条
で
し
か
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
裁
量
権
と
の
関
係
で
も
、
Ｘ
は
不
利
な
立
場
に
お
か
八
権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
―
―
早
瀬
れ
る
。
法
廷
意
見
・
補
足
意
見
・
意
見
の
い
ず
れ
も
、
地
方
公
共
団
体
が
公
務
員
制
度
に
関
す
る
裁
量
権
を
有
す
る
こ
と
を
根
拠
の
一
つ
に
し
て
い
る
。
こ
れ
自
体
は
問
題
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
憲
法
上
の
権
利
に
触
れ
る
か
触
れ
な
い
か
で
こ
の
根
拠
の
有
す
る
力
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
上
の
権
利
規
定
の
役
割
あ
る
い
は
機
能
の
一
つ
は
、
公
権
力
が
有
す
る
裁
量
を
限
定
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
機
能
を
有
す
る
憲
法
上
の
権
利
の
享
有
を
、
最
初
か
ら
触
れ
な
い
と
い
う
か
た
ち
で
否
定
す
れ
ば
、
公
権
力
が
有
す
る
裁
量
の
幅
は
当
然
に
広
く
な
る
の
で
あ
る
。
２
正
当
化
の
条
件
（
１
）
法
解
釈
に
つ
い
て
、「『
議
論
』
に
よ
る
正
当
化
」
や
「
対
話
的
合
理
性
」
な
ど
、
解
釈
共
同
体
内
部
に
お
け
る
「
議
論
」
や
対
話
に
よ
る
正
当
化
の
側
面
を
重
視
す
る
見
解
に
お
い
て
は
、
法
解
釈
上
の
争
い
に
お
け
る
議
論
の
公
正
さ
が
重
要
視
さ
れ
る
。
当
事
者
は
「
い
か
な
る
相
手
で
あ
っ
て
も
、
相
手
方
の
主
張
す
る
内
容
自
体
に
敬
意
を
払
い
、
事
実
と
論
理
に
も
と
づ
い
て
反
論
し
、
再
反
論
し
合
う
」
態
度
で
法
解
釈
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分
よ
り
先
に
出
さ
れ
た
言
明
に
対
し
て
、
そ
れ
と
は
異
な
る
意
見
を
提
出
す
る
際
に
、
相
手
方
の
提
示
し
た
論
理
を
全
く
無
視
す
る
よ
う
な
解
釈
態
度
を
採
っ
た
の
で
は
、「
議
論
」
に
よ
る
正
当
化
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
対
話
的
合
理
性
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
最
高
裁
判
所
と
高
等
裁
判
所
と
の
関
係
は
、
対
話
や
議
論
を
行
う
当
事
者
と
は
言
え
な
い
部
分
が
多
く
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
当
事
者
主
義
的
訴
訟
手
続
に
お
い
て
は
、
判
決
は
法
廷
に
お
い
て
対
等
当
事
者
間
で
行
わ
れ
た
法
的
議
論
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
べ
き
な
の
で
あ
り
、
裁
判
官
の
法
的
権
限
に
基
づ
い
て
一
方
的
に
下
さ
れ
る
裁
定
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
判
決
理
由
を
通
じ
た
裁
判
官
に
よ
る
訴
訟
当
事
者
以
外
の
人
々
に
対
す
る
説
得
と
い
う
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
前
審
と
は
異
な
る
結
論
を
提
示
す
る
際
に
は
、
前
審
の
論
理
を
踏
ま
え
た
上
で
自
己
の
論
理
を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
も
成
り
立
つ
。
（
２
）
以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
先
に
一
定
の
判
断
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
提
出
さ
れ
た
結
論
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
と
は
異
な
る
結
論
を
出
そ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
、
そ
の
中
で
異
な
る
論
理
を
提
示
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の
判
断
ア
プ
ロ
ー
チ
自
体
を
批
判
し
、
自
分
が
そ
れ
と
は
異
な
る
判
断
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
る
こ
と
を
論
理
的
に
正
当
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
法
廷
意
見
は
、
二
審
と
は
異
な
る
判
断
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
、
異
な
る
結
論
を
提
出
し
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
二
審
判
決
を
覆
す
た
め
の
論
理
に
は
、
少
な
く
と
も
二
審
の
判
断
ア
プ
ロ
ー
チ
（
二
二
条
一
項
の
保
障
範
囲
―
日
本
人
の
み
を
保
障
の
対
象
と
し
て
い
る
範
囲
＝
外
国
人
に
保
障
が
及
ぶ
範
囲
）
を
用
い
な
い
理
由
が
含
ま
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、「
公
務
就
任
権
（
あ
る
い
は
、
本
件
管
理
職
へ
の
就
任
権
）
は
憲
法
二
二
条
一
項
の
問
題
で
は
な
く
、
一
五
条
一
項
の
問
題
で
あ
る
」
等
の
命
題
を
、
理
由
と
と
も
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
九
権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
―
―
早
瀬
（
14
）
（
15
）
（
16
）
（
17
）
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
廷
意
見
に
限
ら
ず
補
足
意
見
・
意
見
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
命
題
・
理
由
は
全
く
示
さ
れ
て
い
な
い
。
先
に
見
た
通
り
、
東
京
都
側
は
、
公
務
就
任
権
は
憲
法
上
参
政
権
に
含
ま
れ
、
一
五
条
一
項
を
根
拠
に
国
民
に
対
し
て
保
障
さ
れ
る
と
の
主
張
を
行
い
、
Ｘ
は
、
権
利
の
根
拠
条
文
を
二
二
条
一
項
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
廷
意
見
は
判
断
の
前
提
と
し
て
東
京
都
の
主
張
を
容
れ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
結
論
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
理
由
も
当
然
の
ご
と
く
示
さ
れ
て
い
な
い
。
（
３
）
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
少
な
く
と
も
一
審
、
二
審
ま
で
は
、
公
務
就
任
権
は
一
五
条
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
二
二
条
一
項
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
二
審
判
決
は
、
一
五
条
を
根
拠
と
し
て
は
外
国
人
に
公
務
就
任
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
、
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
二
二
条
一
項
に
よ
る
保
障
は
あ
り
う
る
と
し
て
、
原
告
の
請
求
を
一
部
認
め
て
い
る
。
二
二
条
一
項
の
問
題
は
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
３
権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
最
高
裁
（
の
ほ
と
ん
ど
の
裁
判
官
）
が
用
い
た
権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
。
そ
れ
は
、
先
に
示
さ
れ
た
主
張
や
判
断
の
論
理
の
一
部
を
、
理
由
を
提
示
し
た
上
で
批
判
す
る
と
い
う
方
法
で
は
な
く
、
単
に
無
視
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
。
判
決
の
結
論
部
分
の
当
否
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
、
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
。
ま
た
、
以
上
の
よ
う
な
考
察
は
、
二
審
判
決
が
よ
り
優
れ
て
い
る
と
の
結
論
を
導
こ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
法
廷
意
見
が
無
視
し
た
主
張
、
論
理
は
、
先
に
提
示
さ
れ
た
結
論
（
自
分
た
ち
が
出
そ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
は
異
な
る
結
論
）
を
導
く
過
程
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
論
点
に
関
わ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
最
高
裁
は
誠
実
に
議
論
を
行
っ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
し
た
が
っ
て
、
用
い
ら
れ
た
判
断
手
法
は
、
妥
当
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
む
す
び
に
代
え
て
（
１
）
法
廷
意
見
に
原
告
の
主
張
や
前
審
で
の
論
理
構
成
を
尊
重
す
る
態
度
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
態
度
は
、
外
国
人
の
公
務
就
任
権
の
問
題
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
い
。
国
民
主
権
原
理
に
よ
る
限
定
が
及
ぶ
範
囲
は
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員
と
で
異
な
ら
な
い
の
か
、
Ｘ
が
特
別
永
住
者
で
あ
る
こ
と
の
考
慮
は
必
要
か
、
と
い
う
Ｘ
の
憲
法
上
の
権
利
に
つ
い
て
の
結
論
を
導
き
出
す
た
め
の
論
拠
と
な
る
問
題
に
つ
い
て
も
、
一
審
、
二
審
に
比
べ
て
非
常
に
簡
単
に
済
ま
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
本
件
が
元
々
憲
法
一
五
条
や
憲
法
九
三
条
二
項
の
問
題
で
し
か
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
定
住
外
国
人
の
地
方
選
挙
権
に
関
わ
る
判
例
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
判
断
で
あ
っ
た
、
と
の
評
価
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
は
、
二
審
判
決
ま
で
、
憲
法
二
二
条
一
項
に
も
関
わ
る
問
題
と
し
て
争
わ
れ
判
断
が
下
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
二
二
条
一
項
に
言
及
す
る
こ
と
も
必
要
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
最
高
裁
は
そ
れ
を
無
視
し
た
（
二
二
条
一
項
の
問
題
で
は
な
い
と
一
〇
権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
―
―
早
瀬（18
）
（
19
）
い
う
判
断
す
ら
示
し
て
い
な
い
）。
（
２
）「
反
論
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
言
明
、
そ
し
て
反
論
に
耐
え
る
よ
う
に
努
力
の
傾
注
さ
れ
た
言
明
こ
そ
『
議
論
』
に
よ
っ
て
『
正
当
化
』
さ
れ
る
資
格
を
有
」
す
る
。
ま
た
、
裁
判
の
正
統
性
は
、
判
決
が
、
裁
判
官
の
一
方
的
な
裁
定
で
は
な
く
、
対
等
な
訴
訟
当
事
者
と
裁
判
官
と
の
間
の
相
互
作
用
的
な
協
同
活
動
の
所
産
で
あ
る
こ
と
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
と
す
れ
ば
、
今
回
の
最
高
裁
法
廷
意
見
が
提
示
し
た
判
決
は
、
議
論
を
避
け
て
い
る
部
分
が
大
き
く
、
ま
た
、
あ
ま
り
に
一
方
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
補
足
意
見
・
意
見
を
示
し
た
裁
判
官
は
、
外
国
人
の
公
務
就
任
に
つ
い
て
は
立
法
政
策
論
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
部
分
が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
立
法
政
策
論
と
憲
法
解
釈
論
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
外
国
人
の
公
務
就
任
権
の
問
題
が
立
法
論
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
立
法
政
策
論
に
全
て
を
委
ね
、
憲
法
解
釈
論
を
厳
密
に
行
わ
な
い
こ
と
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
最
高
裁
が
い
か
な
る
判
決
を
出
し
た
と
し
て
も
、
必
ず
批
判
は
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
批
判
は
議
論
を
前
進
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
判
断
を
避
け
た
り
論
点
を
無
視
す
る
こ
と
で
、
議
論
を
停
滞
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
、
す
べ
き
で
は
な
い
。
（
二
〇
〇
五
年
三
月
二
九
日
脱
稿
）
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住
外
国
人
の
公
務
就
任
権
」
山
形
大
学
「
国
際
化
時
代
の
地
方
都
市
と
外
国
人
」
研
究
会
編
『
国
際
化
時
代
の
地
方
都
市
と
外
国
人
』（
平
成
八
、
九
年
度
文
部
省
特
定
研
究
）
一
〇
頁
田
中
　
清
定
「
外
国
人
の
公
務
就
任
に
つ
い
て
」
関
東
学
園
大
学
法
学
紀
要
一
五
号
一
頁
（
一
九
九
七
）
辻
村
み
よ
子
『
市
民
主
権
の
可
能
性
』（
有
信
堂
、
二
〇
〇
二
）
二
五
五
頁
以
下
手
塚
　
和
彰
『
外
国
人
と
法
〔
第
二
版
〕』（
有
斐
閣
、
一
九
九
九
）
二
〇
九
頁
以
下
中
谷
　
　
実
「
外
国
人
の
人
権
―
選
挙
権
・
公
務
就
任
権
―
を
め
ぐ
る
司
法
消
極
主
義
と
積
極
主
義
（
一
）（
二
・
完
）」
南
山
法
学
二
四
巻
四
号
一
頁
、
二
五
巻
一
号
二
九
頁
（
二
〇
〇
一
）
西
浦
　
　
公
「
自
治
体
管
理
職
選
考
に
お
け
る
国
籍
条
項
」
平
成
九
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
三
五
号
）
八
頁
（
一
九
九
八
）
橋
本
　
　
勇
「
在
日
外
国
人
で
あ
る
地
方
公
務
員
の
管
理
職
選
考
拒
否
事
件
（
東
京
都
）」
判
例
地
方
自
治
一
七
七
号
（
一
九
九
八
）
晴
山
　
一
穂
「
外
国
人
に
対
す
る
公
務
員
管
理
職
選
考
の
合
憲
性
」
労
働
法
律
旬
報
一
四
四
二
号
二
六
頁
（
一
九
九
八
）
樋
口
　
陽
一
「
日
本
の
人
権
保
障
の
到
達
点
と
今
後
の
課
題
」
田
村
武
夫
ほ
か
編
『
憲
法
の
二
十
一
世
紀
的
展
開
』
一
五
頁
（
一
九
九
七
）
（
以
下
、
脱
稿
後
に
参
照
し
た
も
の
）
渋
谷
　
秀
樹
「
定
住
外
国
人
の
公
務
就
任
・
昇
任
を
め
ぐ
る
憲
法
問
題
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
八
八
号
二
頁
（
二
〇
〇
五
）
中
西
　
又
三
「
東
京
都
職
員
管
理
職
選
考
受
験
資
格
確
認
等
請
求
事
件
上
告
審
判
決
の
意
義
と
問
題
点
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
八
八
号
一
六
頁
（
二
〇
〇
五
）
「
東
京
都
管
理
職
試
験
最
高
裁
大
法
廷
判
決
の
解
説
と
全
文
」（
解
説：
高
世
三
郎
）
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
八
八
号
二
六
頁
（
二
〇
〇
五
）
長
谷
部
恭
男
「
外
国
人
の
公
務
就
任
権
」
法
学
教
室
二
九
五
号
七
九
頁
（
二
〇
〇
五
）
一
二
権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
―
―
早
瀬
注（１
）
参
照
、
引
用：
最
高
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://courtdom
ino2
.co
u
rts.go.jp/home.nsf,http://w
w
w
.courts.go.jp/
）。
（
２
）
宮
沢
俊
義
『
憲
法
Ⅱ
〔
新
版
〕』（
有
斐
閣
、
一
九
七
四
）
七
八
頁
。
（
３
）
芦
部
信
喜
（
高
橋
和
之
補
訂
）『
憲
法
〔
第
三
版
〕』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
）
七
八
頁
。
（
４
）
佐
藤
幸
治
『
憲
法
〔
第
三
版
〕』（
青
林
書
院
、
一
九
九
五
）
三
九
二
頁
。
（
５
）
本
稿
は
、
哲
学
的
、
倫
理
的
、
道
徳
的
、
あ
る
い
は
政
治
的
意
味
を
も
含
有
し
う
る
「
人
権
」
と
、
実
定
法
上
の
権
利
と
し
て
の
「
憲
法
上
の
権
利
」
と
の
区
別
を
前
提
と
し
て
い
る
。
奥
平
康
弘
「『
人
権
』
と
『
憲
法
が
保
障
す
る
権
利
』
の
は
ざ
ま
」
月
刊
司
法
書
士
一
九
九
二
年
一
二
月
号
八
頁
、
同
『
憲
法
Ⅲ
憲
法
が
保
障
す
る
権
利
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
三
）
一
九
―
二
五
頁
参
照
。
ま
た
、
佐
藤
幸
治
「
人
権
の
観
念
―
そ
の
基
礎
づ
け
に
つ
い
て
の
覚
書
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
八
四
号
一
四
五
頁
（
一
九
八
七
）、
一
四
七
頁
も
参
照
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
両
者
全
く
別
物
と
し
て
扱
う
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
が
前
提
と
し
て
お
き
た
い
の
は
、（
１
）「
人
権
」
は
、「
実
定
憲
法
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
取
り
込
ま
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
」（
佐
藤
・
前
掲
、
一
四
七
頁
）
こ
と
、
（
２
）
実
定
憲
法
上
の
権
利
は
、「
人
間
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
当
然
に
有
す
る
と
さ
れ
る
権
利
」
以
外
の
権
利
も
含
む
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
外
国
人
の
人
権
」
の
問
題
は
、「
人
間
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
当
然
に
有
す
る
と
さ
れ
る
権
利
」
の
問
題
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
意
図
に
基
づ
く
。
（
６
）
以
上
の
点
に
つ
い
て
の
、
一
審
、
二
審
の
判
断
は
、
大
要
以
下
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
（
７
）
本
稿
で
は
、
本
件
で
出
さ
れ
た
判
断
の
妥
当
性
や
、
国
民
主
権
と
公
務
就
任
権
と
の
関
係
や
国
民
主
権
原
理
の
意
義
等
、
本
件
と
の
関
連
で
非
常
に
重
要
な
諸
論
点
を
扱
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
諸
学
説
の
検
討
と
併
せ
て
、
別
稿
を
用
意
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
（
８
）
東
京
地
裁
平
成
八
年
五
月
一
六
日
判
決
。
判
例
時
報
一
五
六
六
号
二
三
頁
。
（
９
）
東
京
高
裁
平
成
九
年
一
一
月
二
六
日
判
決
。
判
例
時
報
一
六
三
九
号
三
〇
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
六
〇
号
七
九
頁
。
（
10
）
た
だ
し
、
一
審
判
決
は
憲
法
上
の
就
任
権
は
日
本
人
の
み
に
保
障
さ
れ
て
い
る
が
、
立
法
に
よ
っ
て
外
国
人
の
就
任
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
（
11
）
「
憲
法
一
四
条
の
侵
害
は
、
実
際
、
憲
法
上
の
他
の
権
利
侵
害
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
一
三
権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
―
―
早
瀬
①
外
国
人
に
は
憲
法
上
の
公
務
就
任
権
は
（
ほ
と
ん
ど
）
保
障
さ
れ
て
い
な
い
②
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員
は
区
別
す
る
必
要
は
な
い
③
特
別
永
住
者
で
あ
っ
て
も
外
国
人
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
日
本
国
民
の
み
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
公
務
就
任
権
の
権
利
主
体
で
は
な
い
①
外
国
人
に
は
憲
法
上
の
公
務
就
任
権
が
一
部
保
障
さ
れ
て
い
る
②
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員
は
基
本
的
に
は
同
じ
だ
が
、
異
な
る
側
面
も
あ
る
③
特
別
永
住
者
等
の
地
方
公
務
員
就
任
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
よ
り
就
任
し
得
る
職
種
は
広
く
、
そ
の
機
会
は
多
い
二　　審
（一部認容）
一　　審
（却下、棄却）
の
が
普
通
で
あ
る
」。
樋
口
陽
一
『
憲
法
（
改
訂
版
）』（
創
文
社
、
一
九
九
八
）
二
〇
二
頁
。
（
12
）
も
ち
ろ
ん
、
二
二
条
一
項
に
よ
る
保
障
は
及
ぶ
が
一
四
条
一
項
違
反
と
は
言
え
な
い
、
あ
る
い
は
二
二
条
一
項
に
よ
る
保
障
は
及
ば
な
い
が
一
四
条
一
項
違
反
で
あ
る
、
と
い
う
結
論
が
出
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
二
条
一
項
と
一
四
条
一
項
の
問
題
が
全
く
同
一
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
（
13
）
な
お
、
法
廷
意
見
は
、「
我
が
国
以
外
の
国
家
に
帰
属
し
、
そ
の
国
家
と
の
間
で
そ
の
国
民
と
し
て
の
権
利
義
務
を
有
す
る
外
国
人
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
外
国
人
の
立
場
を
強
調
す
る
表
現
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
「
外
国
人
は
我
が
国
以
外
の
国
家
に
帰
属
し
、
そ
の
国
家
と
の
間
で
そ
の
国
民
と
し
て
の
権
利
義
務
を
有
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
法
廷
意
見
の
結
論
の
根
拠
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
問
題
は
「
我
が
国
以
外
の
国
家
に
帰
属
し
、
そ
の
国
家
と
の
間
で
そ
の
国
民
と
し
て
の
権
利
義
務
を
有
す
る
外
国
人
が
、
日
本
の
公
権
力
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
な
権
利
義
務
関
係
を
有
す
る
の
か
」
で
あ
り
、
本
件
も
そ
の
よ
う
な
問
題
が
論
点
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
外
国
人
は
日
本
以
外
の
国
家
と
権
利
義
務
を
有
し
、
日
本
と
い
う
国
家
と
は
権
利
義
務
関
係
は
生
じ
な
い
」
と
し
な
い
限
り
、
こ
の
論
述
を
一
つ
の
根
拠
と
し
て
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
（
14
）
平
井
宜
雄
『
法
律
学
基
礎
論
覚
書
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
九
）（
以
下
、
平
井
『
覚
書
』）、
同
『
続
・
法
律
学
基
礎
論
覚
書
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
一
）（
以
下
、
平
井
『
続
・
覚
書
』）、
田
中
成
明
『
法
理
学
講
義
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
）
第
八
章
、
藤
井
樹
也
『「
権
利
」
の
発
想
転
換
』（
成
文
堂
、
一
九
九
八
）
第
一
章
参
照
。
ま
た
、
拙
稿
「『
憲
法
理
論
』
の
一
般
的
意
義
」
阪
大
法
学
五
二
巻
六
号
二
〇
七
頁
（
二
〇
〇
三
）。
（
15
）
平
井
『
覚
書
』
前
掲
注
（
14
）、
五
七
頁
。
（
16
）
田
中
・
前
掲
注
（
14
）、
三
三
二
頁
参
照
。
（
17
）
藤
井
・
前
掲
注
（
14
）
五
九
頁
参
照
。
（
18
）
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
二
審
の
判
断
の
理
由
を
要
約
す
る
際
、
既
に
論
点
の
隠
蔽
が
行
わ
れ
て
い
た
と
深
読
み
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
最
高
裁
が
示
し
た
二
審
判
決
の
要
約
部
分
で
は
、「
原
審
の
上
記
判
断
の
理
由
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
」
と
し
て
、「
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
は
、
憲
法
上
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員
に
就
任
す
る
権
利
を
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
審
判
決
が
示
し
た
の
は
、「
憲
法
第
一
五
条
第
一
項
又
は
憲
法
第
九
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
障
が
我
が
国
に
在
住
す
る
外
国
人
に
も
及
ぶ
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
我
が
国
に
在
住
す
る
外
国
人
も
、
憲
法
上
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員
に
就
任
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
二
条
一
項
に
よ
る
保
障
は
可
能
な
の
で
あ
り
、
現
に
そ
の
よ
う
な
判
断
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
高
裁
は
、
そ
の
論
理
を
要
約
の
段
階
で
無
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
、
と
。
（
19
）
最
三
平
七
・
二
・
二
八
民
集
四
九
巻
二
号
六
三
九
頁
、
判
時
一
五
二
三
号
四
九
頁
。
（
20
）
平
井
『
続
・
覚
書
』
前
掲
注
（
14
）、
三
一
頁
。
（
21
）
田
中
・
前
掲
注
（
14
）、
三
三
二
頁
。
一
四
権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
―
―
早
瀬
（
22
）
も
し
か
し
た
ら
、
最
高
裁
法
廷
意
見
は
、「
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
読
み
取
る
」
こ
と
を
要
求
す
る
よ
う
な
文
章
の
書
き
方
を
選
択
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
文
章
は
議
論
を
混
乱
さ
せ
る
可
能
性
が
高
い
。
判
決
文
は
小
説
等
の
文
章
と
は
異
な
る
の
で
あ
っ
て
、
結
論
の
正
当
化
の
た
め
の
努
力
と
し
て
、
可
能
な
限
り
自
己
の
判
断
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
（
23
）
内
野
正
幸
『
憲
法
解
釈
の
論
理
と
体
系
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
一
）、
四
一
頁
参
照
。
一
五
権
利
否
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
―
―
早
瀬
